
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
提
出

質

問

第

一

八

〇

号

内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
ハ
ワ
イ
訪
問
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
二
日
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
安
倍
昭
恵
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
訪
れ
、
「
真

珠
湾
の
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
に
て
、
お
花
と
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
」
こ
と
が
安
倍
昭
恵
さ
ん
自
身
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
「
本
訪
問
」
と
い
う
。
）
。

本
訪
問
の
目
的
に
つ
い
て
、
八
月
二
十
二
日
の
記
者
会
見
で
菅
官
房
長
官
は
、
安
倍
昭
恵
さ
ん
が
自
ら
主
催
す
る
日
米
国
際

海
洋
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
る
た
め
と
説
明
し
、
「
私
的
な
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
は
控
え
る
」
と

発
言
し
て
い
る
。

内
閣
総
理
大
臣
夫
人
に
よ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
外
交
は
わ
が
国
の
国
益
に
資
す
る
も
の
の
、
そ
の
行
動
の
法
的
位
置
づ
け

に
曖
昧
な
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
訪
問
は
、
私
人
で
あ
る
安
倍
昭
恵
さ
ん
の
「
私
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

本
訪
問
で
使
用
さ
れ
た
旅
券
は
、
先
般
提
出
し
た
「
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
政
府
専
用
機
の
使
用
に
関
す
る
質
問
主
意

書
」
（
質
問
第
一
三
二
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
三
第
一
三
二
号
）
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
内
閣
総
理
大
臣

の
外
遊
へ
の
内
閣
総
理
大
臣
の
夫
人
の
同
行
に
際
し
て
は
、
国
の
用
務
の
た
め
外
国
に
渡
航
す
る
者
と
し
て
、
旅
券
法
第
五

一



条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
に
規
定
す
る
公
用
旅
券
で
あ
る
外
交
旅
券
を
発
行
し
て
お
り
、
内
閣
総
理
大
臣
の
夫
人
は

当
該
外
交
旅
券
を
使
用
し
て
い
る
」
も
の
で
は
な
い
た
め
、
「
公
用
旅
券
で
あ
る
外
交
旅
券
」
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ

い
か
。

三

本
訪
問
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
の
職
員
が
同
行
し
て
い
た
の
か
。

四

三
に
関
連
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
が
同
行
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
本
訪
問
は
安
倍
昭
恵
さ
ん
の
「
私
的
な
も

の
」
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
は
同
行
し
た
の
か
。
当
該
職
員
自

身
の
適
切
な
判
断
に
よ
り
対
応
し
た
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

五

本
訪
問
に
限
ら
ず
、
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
外
交
と
し
て
は
わ
が
国
の
国
益
に
資
す
る
も
の
の
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き

の
職
員
が
安
倍
昭
恵
さ
ん
の
私
的
な
行
動
に
同
行
す
る
場
合
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
「
左
の
各

号
に
掲
げ
る
旅
行
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
よ
り
、
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
（
以
下
「
旅
行
命
令
権

者
」
と
い
う
。
）
の
発
す
る
旅
行
命
令
又
は
旅
行
依
頼
（
以
下
「
旅
行
命
令
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
つ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
の
職
員
の
旅
行
命
令
権
者
は
具
体
的
に
は
誰
か
。
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

二



六

第
三
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
の
職
員
が
勤
務
時
間
中
に
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
「
私
的
な

も
の
」
で
あ
る
講
演
や
出
張
に
同
行
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

七

国
家
公
務
員
に
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
一
条
で
い
う
「
職
員
は
、
法
律
又
は
命
令
の
定
め
る
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の

勤
務
時
間
及
び
職
務
上
の
注
意
力
の
す
べ
て
を
そ
の
職
責
遂
行
の
た
め
に
用
い
、
政
府
が
な
す
べ
き
責
を
有
す
る
職
務
に
の

み
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
職
務
専
念
義
務
が
あ
る
。
六
に
関
連
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
付
き
の
職
員
が
勤

務
時
間
中
に
内
閣
総
理
大
臣
夫
人
の
「
私
的
な
も
の
」
で
あ
る
行
動
に
同
行
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
き
職
務

専
念
義
務
が
免
ぜ
ら
れ
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


